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 感情表現 に用いられる言語要素には、 文法・語彙・意味な どさま ざま なカテ ゴリ 一がある が、 それらの
 中でも特に語彙的な面に注目 し、 これらの語彙を総称 して感情語と呼ぶことにする。 代表的な感情語と
 しては、 感情形容詞、 感情動詞、 擬態・擬声語、 間投詞、 名詞な どが挙げられる。 これら感情語は、 人物・
 事物や状況な どからもたらされた心の動きをすばやく簡単に表現することができるため、 日常生活で頻
 繁に使用されている。 さらに感情語は単独で使われるばかりでなく、 ほかの語彙と結びついて複合語と
 なり、 より細やかなニュアンスを伝達することができる。




 本研究を始めるにあたり、 テーマ自体が新 しいジャンルであるため、 まず 「感情の複合動詞」 を選定す
 る必要があった。 まず辞書で収集を行ったが、 すでに使われなくなった古語や文献で目にするだけの文
 語な どは除くことに した。 しか し、 実際に使用されているか否かの判断基準を どこ に置くかが難 しい問
 題になってくる。 そこで広 い世代、 階層 にア ンケー ト調査を行ったところ、 感情の複合動詞 に対する共
 通認識といったものを得ることができた。 そこで代表的な「感情の複合動詞」 を選定することができた
 のである。 さらにそれらの動詞に関する意識調査を行い、 語彙的に研究する価値のあるテーマであると
 いう確信に至った。
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 ところで、 感情の意味を含む複合動詞は、 感情動詞と結 び付く場合とそうではない場合がある。 そこ
 で構成要素が感情語か否かに着目し、 感情の複合動詞を4つのパターンに分けることにした。 1つ目は
 前項に感情動詞が来ているもの、2つ目は後項に感情動詞が来ているもの、3つ目は前項と後項との両方
 に感情動詞が来ているもの、 そ して4つ目は構成要素に感情動詞が含まれないにもかかわらず、 結合し
 て感情の複合動詞を形作っているものである。 この4つ目のパター ンは、 動作動詞 が2つ結合 して感情




 動作動詞の感情動詞への意味変化な どがしばしば観察される。 また、 現代ではすでに使われなくなった
 古語が、 ある特定の動詞と結合することによって、 複合動詞の構成要素と してのみその形を残 している
 場合がある。
 このように感情の複合動詞を構成要素に着目 して分析することにより、 複合動詞の意味的変化を明ら
 かにするところに本研究の目的がある。
 感情の複合動詞は、 人間の心理と密接な関係を持っているにもかかわらず、 他の複合動詞に比べて専
 門的に取り上げられることはなかった。 しか し、 これを研究することによ り、 複合動詞の形成によって
 引き起こされる意味の特殊化、 動作動詞の感情動詞化、 文法化な どの現象が明らかになってきた。 した
 がって・ 複合動詞の意味変化の研究の必要性は今後ますます増 してくるであろう。
 すなわち、 感情の複合動詞の形態面から現れる構成要素問の結合関係や、 意味面から現れる意味変化・






 まず、 日本で広く普及 している大辞典2種に加え、 感情表現に関する辞典と語彙を意味別に分類 した
 『分類語彙表』 を使用 し、 感情を表す複合動詞を収集した。 これらの語彙は、 辞書で見出し語になってい
 るものだけではなく複合語と して記載されているものも含めて抜き出したものである。 ただし、 その中
 には古語が含まれているため、年齢の比較的若いネイ ティ ブス ビーカーを対象にア ンケー ト調査を行い、
 現代語と見なされるものだけを抽出した。
 次に、 一般家庭に常備されている レベルの国語辞典を7種選び、 それぞれで抽出 した語彙を調べた。
 これらの国語辞典に載っているか否かで、 普及度が推 し量れるからである。 その結果、 国語辞典の7・冊
 あるいは6冊に収録されている語彙は多くの辞書が感情の意味を認めているものであるので、 本論文で
 も「感情の複合動詞」と見倣すことにした。 一方、 いずれの辞書にも記載されていない語彙は「感情の複
 合動詞とは認められない」と考える。 1冊から5冊に記載されている複合動詞を本研究では 「周辺的な感
 情の複合動詞」 と呼ぶ。 6～ 7冊に記載されている複合動詞に比べると感情の複合動詞と しての性格が
 弱いと考えられるからである。 したがって、 6冊あるいは7冊の辞書に共通 して記載されている語彙、 す
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 なわち 「感情の複合動詞」 と認められる 語彙を考察対象とする。
 その後、 「感情の複合動詞」 と して認定 した語例を形態別・感情別に分類を行う。
 形態別では、 感情の意味を決定づける感情動詞の有無により、 まずa (感情動詞が存在するもの) とb
 (感情動詞が存在しないもの) に分けられる。 さらにaは、 感情動詞が前項 (V1) にあるか後項 (V2) にあ
 るか、 あるいは両方に存在するかにより3種類に細分することができた。
 感情別分類では、 まず、 「感情の複合動詞」の感情別分類の基準を定めた。 感情別分類の基準になる大
 きなカテ ゴリーは中村 (1993) の基本感情のカテ ゴリーに基づいているが、 それ以外のカテ ゴリーは、 感
 情の内容に照らし合わせて筆者が決めた。 その結果、 「愛」、 「安」、 「悪」、 「悔」、 「感動」、 「驚」、 「昂」、 「尊」、
 「恥」、 「怖」、 「悶」、 「憂」、 「怒」の13種に分類することができた。 この基準に基づき、 感情の複合動詞
 を分類する と、 1つの感情が表されている場合と2つ以上の感情が表されている場合が確認された。 1つ
 の感情が表されている場合には、 「愛」、 「安」、 「悪」、 「悔」、 「感動」、 「驚」、 「昂」、 「尊」、 「恥」、 「怖」、 「悶」、
 「憂」 があり、2つ以上の感情が表されている場合には、 「愛・尊」、 「愛・悶」、 「怒・昂」、 「驚・昂」、 「怒・悪」
 があった。
 形態別・感情別分類に基づき、 それぞれが実際の生活でどの程度使用されているかに関する言語意識
 調査を実施した。 その結果、 次のようなことが分かった。
 形態別分類に基づく使用度数では、 感情動詞が V1 にのみ存在する場合と、 V1・V2 双方に感情動詞が
 存在しない場合が「使用度数」、 「理解度数」、 「話し言葉」、 「書き言葉」での度数が高かった。 感情別度
 数では、マイナス的な感情の方がプラス的な感情より種類と数は多かったが、 プラス的な感情を表す「愛」
 は、 他の感情と比べて、 「使用度数」 と 「理解度数」、 「話 し言葉」 と 「書き言葉」 で多く使われていた。 また、
 1つの感情を表すものが2つ以上で複合的な感情を表す ものよりはる かに多いことが分かつ た。
 感情の複合動詞の形態別分類の中で、 V1・V2の双方に感情動詞が存在していない複合語が感情の複
 合動詞に分類されていることは興味深く、 意味の発展を探る価値があると思われる。
 以上のよう な作業を経て、 「感情の複合動詞」 を確定するに至った。
 第5章. 感情の複合動詞としての 「待ち+ V2」
 第5章では、 「待ち 刊 を前項とする感情の複合動詞について考察 した。
 「待つ」という動詞は、 単に「待つ」という動作ばかりでなく、 待つ主体と待つ対象、 時期に対する心理
 的な側面すなわち 「焦 る」 気持ちで待っている辛さと期待感までも表 している。
 まず、 「待つ」の意味・用法を調べてから、 「待ち一」 を前項とする複合動詞の語例を収集する。 その結
 果「待ちあ ぐむ、 待ち合わせる、 待ち受ける、 待ちかねる、 待ち構える、 待ちくたびれる、 待ち焦がれる、
 待ち設ける、 待ち他 びる」の9つが得られた。
 続いて、 「待ち一」を前項とする複合動詞の意味や用法について、 電子テキス トを利用 し構文的な観点
 から考察した。 また、 「待ち一」を前項とする複合動詞の構成要素問の意味・用法については森田 (1990)、
 語構造については石井 (1997) に基づいて分析 し、 意味関係と感情との関係を考察した。 特に複合動詞の
 形態は大きく 「Vl+V2」 の形を取るが、 後項 (V2) が補助動詞的要素であるものも含んで検証した。
 さらに、 感情的意味が現れる程度を調べるため、 次のような仮説を立てた。
 「待ち一」を前項とする複合動詞は、 前項動詞 「待ち一」の中に感情的意味が含まれていない場合と、 感
 情的意味が潜在 している場合と、 感情的意味が表出 している場合の三種に大きく分けられると考えた。
 この3種はさらに、 後項に来る動詞の中 に(a)感情的意味が存在 しない、 (b〉感情的意味が潜在する、 (c)感情
 的意味が存在し表出している、 (d)感情的意味を持つ補助動詞的要素があるという4種に分類できると し
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 た。
 それぞれの分類を段階化 して詳しく 説明 していく。 感情的意味と感情的変化のいずれも存在 しない複
 合動詞が属するものを1類と し、 前項動詞と後項動詞の どちらにも感情的意味が存在 しないものを当て
 はめた。 したがって、 1類には(a)のみ存在 し、 (b)、 〔c〉、 (d)に該当するものは存在 しないと考えた。
 前項動詞に感情的意味が潜在する グルー プを豆類と し、 上記 の(a)、 (b)、 (c)、 (d)に細分することができる
 と した。
 前項動詞において感情的意味が表出するグルー プを皿類と し、 ∬類と同 じように(a)、 (b)、 (c)、 (d)に細分
 することができると考えた。
 9つの複合動詞を仮説に基づいて分類し、 「待ち一」を前項とする複合動詞の意味と感情との関係につ
 いて調べた結果、 動作を表す動詞同士の結合である1類に当たる語は見られなかった。 感情的意味が潜
 在的に存在する∬類には 「待ち合わせる」 が該当 した。 この 「待ち合わせる」 の場合、 単純動詞 「待つ」 の
 場合に潜在 していた感情的意味αの 「期待感」 が、 複合動詞形成後も潜在的に存在は しているが、 表面に
 はっきりと現れることはない。 したがって、 感情の変化もまた表面に現れ出ない。 皿類では、 感情的意
 味が表出されている前項の「待ち一」に感情動詞 (補助動詞的要素も含む) が結合し、 感情的意味が表現
 されている 「待ち受 ける、 待ち構える、 待ち設ける」 が( a)に当たり、(c)に は 「待ちくた びれる」 が該当 した。
 (a)の複合動詞には感情的意味が潜在していると見られるが、 これは前項 「待ち一」に元々感情的意味が含
 まれているためと考えられる。
 感情的意味が存在 し感情表出がある前項動詞と感情動詞 (補助動詞的要素) が結合 した複合動詞 「待ち
 あ ぐむ、 待ち焦がれる、 待ちわびる」は、 他の 「待ち一」 を前項とする複合動詞より強い感情を表す。 そ
 の中でも特に恋のニュア ンス が濃 く、 待つ対象に必ず恋の意味が含ま れていなければならない 「待ち焦
 がれる」別は、 感情と特に深い関係にあると言える.
 次に、 前項動詞と後項動詞との意味関係が、 感情的意味αの表出による感情の変化と どのような関係
 にある か考察 した結果、 次のようなことが明らかになった。
 複合動詞の意味構造と感情との関係からみると、 感情的意味の包含可否による感情変化は、 単独動詞
 0) 際に見られないにもかかわらず複合動詞でははっきり現れていることが分かった。 そ して、 このよう
 な感情的意味の包含可否による感情変化は、 待つ対象によってより明確になることも明らかになった。
 第6章. 類義語の複合 による感情の複合動詞 について
 第6章では、 複合動詞の構成要素である V1と V2 が類義語関係を成す複合動詞の中で感情の意味を含
 んでいるものについて考察を行う。
 分析資料は 『複合動詞資料集』 (!987)、 『類語大辞典』 (2002)、 宋 (2003) を用い収集を行った。 構成要
 素 V1 と V2が類義語である感情の複合動詞の語例は、 「愛し慈しむ、 荒れ狂う、 あわてふためく、 案じ煩
 う・ いたわり慰める、 忌み嫌う、 笑みほろこばす、 怖 じ恐れる、 思い焦がれる、 思い悩む、 思い煩う、 苦し
 み悶える、 恋い恋う、 恋い焦がれる、 恋い慕う、 好き好む、 責めさいなめる、 猛り狂う、 嘆き悲しむ、 悩み
 苦 しむ、 憎み恨む、 誇り喜ぶ、 ほめたたえる」の 23例である。
 上で挙げた語彙のように、 構成要素が互いに類義語関係にある複合動詞について、 構成要素 V1と V2
 の意味関係、 また、 複合動詞の用法とその構成要素が単純動詞として用いられる単独用法についての語
 義の性質から見える相違や構文上の特徴を考察した。 その結果、 次のようなことが明らかになった。
 語義の性質からみた場合は単純動詞が帯 びている性格を複合後もそのまま保つものがある一方、 語義
 の性質が転成されるものもあった。 さらに語義の性質は感情主、 感情の誘因、 感情対象とも深く関わっ
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 ていることが分かつ た。
 V1 と V2 の意味関係からみた場合、 類義語同士の複合動詞は、 全体の意味 (感情) がより具体的で強調
 されたものになる。 さらに、 感情の複合動詞を使用する実際の構文例では、 類義語同士の複合動詞の様
 相に合うものが一般的であったが、 「好き好んで」 のように特殊な意味や用法を示すものもあった。
 第7章. 多義語 「見一」 を前項とする感情の複合動詞
 第7章では、 知覚動詞でありながら多義性の動詞である 「見る」が複合動詞になって感情の意味を表わ
 す場 合、 V1 に立つ 「見 一」 が どのような意味変化を遂げる かについて考察 した。
 国語辞書7種から抜き出 した 「見一」 を前項とする感情の複合動詞の語例は、 「見飽きる、 見上 げる、 見
 下ろす、 見限る、 見切る、 見下す、 見くびる、 見下げる、 見捨てる、 見放す、 見初める、 見惚れる」の 12例
 である。 この際、 『広辞苑』 には現代語のみならず古語までもが収録されており、 現代語と古語との区別
 が明確にされていないため、 『広辞苑』 は資料収集の対象外と した。 なぜならば、 本論文では考察対象を
 現代語に限定 したからである。
 本章では、 上で挙 げた多義語「見一」を前項とする感情の複合動詞について、 基本的意味及び周辺的意
 味、 さらにそれぞれの語例における用法を調べた。 その結果、 多義性の動詞 「見る」 が 「見一」 を前項とす
 る感情の複合動詞を形成する場合、 視覚的な認知を表す基本的な意味から複合動詞を形成するのではな
 く、 派生的な意味や比喩的な意味に基づいて感情の複合動詞を形成することが分かった。 また、 派生的
 な意味や比喩的な感情を表す経路から現 れる意味の違いにさま ざま な程度があること を確認 した。
 さらに単純動詞「見る」と、 「見一」を前項とする感情の複合動詞とを比較 し、 意味間の関係をパター
 ン化した。 その結果、 意味的な構造パターンは① 「基本的な意味:視覚→認知」、 ② 「基本的な意味から周
 辺的な意味:視覚→認知→判 断・ 評価」、 ③ 「判 断・ 評価1認知→判 断・評価→感情」、 ④ 「比喩的な意味」、
 ⑤「単一語化」の5つに分けられたが、1つ1つの複合語は実際使われる場合によって意味の幅が広いこ
 とが分かつ た。
 続いて、 後項要素が方向を表す動詞である場合について調べた。 「見上 げる」 「見下ろす」 「見下す」 「見
 下 げる」な どの 語例であるが、 後項要素の 「上 げる」 「下ろす」 な どは上下の方向を示 し、 互いに反義語あ
 るいは類義語関係にあるが、 「見る」 に接続して複合動詞を形成すると、 単純動詞の場合のような方向性
 が見られなくなることを示 した。 これは、 反義語関係にある単純語から形成される複合動詞が、 常に反
 義語関係を維持するわけではないことを示 している。
 最後に、 「見一」を前項とする感情の複合動詞について、 次のことを示 した。 これらの語は意味的・形
 態的に単一語化されやすく、 意味的な単一語化の結果、 具体的な意味が仮想的な意味や感情的な意味へ
 と転移するようになる。 また、 形態的に単一語化することにより語形の特殊化が起こり、 現在ではある
 限られた後項動詞と結合した場合にのみ感情の複合動詞となる例も見られた。
 第8章. 感情の複合動詞における後項動詞の接辞化について
 第8章では、 感情の複合動詞の中で、 V2 に接尾辞化 した動詞が来る場合に現れる特徴について考察した。
 まず、 感情の複合動詞の中で V2 に来る接尾辞化 した動詞は、 「一上がる、 一入る、 一返る、 一切る、 一
 込む、一立つ、一足りる、一散らす、一つめる、一抜く、一残す、一果てる」である。 分析資料の語例には、 「震
 え上がる、 痛み入る、 驚き入る、 感 じ入る、 恥じ入る、 あきれ返る、 煮え返る、 思い切る、 困り切る、 苦り
 切る、 冷え切る、 弱りきる、 落ち込む、 じれ込む、 塞 ぎ込む、 いきり立つ、 浮き立つ、 そそけ立つ、 猛り立つ、
 奮い立つ、 飽き足りる、 満ち足りる、 当り散らす、 思い詰める、 困り抜く、 思い残す、 呆れ果てる、 困り果
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 てる」な どがある。
 本章では、 上で挙げた語例から現れる特徴や現象について考察を行った結果、 後項動詞の文法化の現
 象を明らかに し、 次のような結論を得た。
 第一に、 感情の複合動詞の後項動詞が接辞化されるパターンを、 構成要素 V1 と V2 の2つのグループ
 に分けて調べ、 実質的意味を持つ動詞が文法的機能を獲得することによって、 V2 が補助動詞的になり、
 複合動詞の前項動詞の意味が感情の究極な状態や感情の程度の強さ、 また、 抽象的・主観的に変化する
 ことを観察した。
 また、 V2の意味が複合動詞の意味の一部を構成 している (主に強意) 場合、 動作動詞である Vl がこの
 意味と結 びつ いて感情の複合動詞になることを示 した。このよう に感情動詞 へ特殊化 が起こる ためには、
 V1 に周辺的に感情の意味が含まれていることと、 V2 が強意の意味を持っていることという2つの文法
 的条件が必要で、 さらに感情の要因が文の構成要素の中に含まれるという文脈的条件も必要となる。 そ
 して、 動作主の主体範囲の変化が起こるのである。
 最後に、 寺村 (1984) で行われたアスペクトの3分類を基に し、 1つ1つの感情の複合動詞をより深く見
 ることで、 ただ単純な分類ではなく文法化にも様々な程度があることが分かった。
 皿. 結論
 本論文では、 研究対象となる語彙を収集するため、 辞書類の調査と2次にわたるアンケー ト調査の結
 果102 語を得た。 これら 102 語に対する形態別・感1青別分類、 日常生活上での使用度及び言語意識調査も
 実施し、 最終的に得られた語例を「感情の複合動詞」として確定した。 さらに各章では、 感情の複合動詞
 に該当する 語例の形態別分類を行い、 構成要素の四パター ンから現 れる特徴の分析を行っ た。
 本研究では、 日本語における感情の複合動詞の仕組み、 構成要素間の結合関係及 び意味関係について、
 「V1+V2」 の型を成すものに限って語それぞれの意味記述的分析を行った。 この意味記述的分析を通 じ
 て得られた成果に今後の課題を加え、 結論とする。
 感情の複合動詞の形態別分類 「V1+V2」 の型に基づき、 本論の第4章から第8章までで行った意味記述
 的分析を概観し、 それぞれの結論をまとめた。 このように、 感情の複合動詞を意味記述的に分析するこ
 とによって、 複合動詞の性質が明らかになってきたことが本研究の成果であったと言えるだろう。
 本論文で考察を行った結果、 得られた成果は大きく三つ分けることができる。
 第一は、 本論の第5章と第7章で得られた成果である。 第5章のように動作動詞 「待つ」 が複合動詞を
 な した場合、 「待つ」 が単純動詞 だった場合に比べて感情の変化が一層明確になることが分かった。 待
 つ対象によって、 感情的意味の潜在、 感情的意味の顕在のような感情変化が観察されたのである。 この
 よう な感情的意味は、複合動詞の構成要素間の意味関係や語構造と深く かかわっていることが分かった。
 第7章の場合、 多義的動詞「見る」が派生的意味・比喩的意味に基づいた感情の複合動詞を成す。 これ
 は意味の転移や拡張の結果と見られる。 また、 「見一」を前項とする感情の複合動詞は、 形態的・意味的
 な両方面から単一化 しゃすいことが語別の分析から観察された。 すなわち、 動作動詞 「待つ」 と、 視覚的
 認知動詞「見る」が複合動詞になる場合、 前項に位する動作動詞によって後項動詞の感情変化が引き起こ
 されるのである。 これは、 動作動詞あるいは認知・知覚動詞のような単純動詞 が、 後項に感情動詞を従
 えて複合動詞を形成することによ り、 意味発展 を遂 げる パターンであると言える。
 第二の成果は、 本論の第6章で意味記述的分析を行った結果得られたものである。 類義語関係にある
 2つの感情動詞が結合 して複合動詞になった場合を取り上げ、 構成要素の感情動詞が単独で用いられた
 場合と複合動詞の構成要素として用いられた場合とに分け、 意味変化を調査した。
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 その結果、 語義の性質が保持される場合と語義の性質が転成する場合があることが分かった。 感情動
 詞同士の複合動詞は、 一般的に強く具体的な意味を表すが、 構文を通 じてみると 「好き好んで」 のように
 複合動詞の一般的な様相に合わない特殊な意味や用法を示すものがあった。
 上のような性質を表わすものは、 前項・後項の構成要素が類義関係を成す感情動詞同士の結合によっ
 て形成される感情の複合動詞で、 これもまた感情の複合動詞の!つのタイ プであると考えられる。
 第三の成果は、 本論の第8章で考察を行った結果得られものである。 文法的機能を果たすようになっ
 た後項動詞が感情動詞と結合すると、 感情や精神的変化が起こり、 前項動詞の感情の究極な状態・感情
 の程度の強め、 また抽象的・主観的変化な どが引き起こされることが分かった。
 ところが、 動作動詞と接辞化した後項動詞が結 び付く場合、 感情の意味が生成されるという特殊な現
 象が起きる。 これは意味の発展を探る価値がある。
 本論文では、 このように動作動詞の感情動詞への特殊化が起こる特殊な現象を調査 し、 構文を通 じて
 この現象が起きる条件 を明らかに した。 その条件と は、V1 の周辺的に感情の意味が含ま れていること と、
 V2 が強意の意味を持っていることである。
 さらに感情の要因が文の構成要素の中に含まれるという文脈的条件も必要である。 そこで初めて、 動
 作主の主体範囲の変化が起こるのである。 このように感情の複合動詞においては、 形態的な面と意味的
 な面との両方から特殊な現象が起こることが分かった。 すなわち、 これは感情動詞及び動作動詞と、 接
 辞化 している後項動詞の結 び付 きによる複合動詞のタイ プであると見ることができる。
 ここまで本研究の成果を大きく3つに分けて述べた。 これら3つのタイ プは、 感情の複合動詞を形態
 別に分類 し分析 した結果得られた成果であるため、 感情の複合動詞の性質を明らかに したと同時に、 構
 成要素の性質をも明らかに したと言える だろ う。
 一方、 本研究で考察した結果以下のような内容が今後の課題として残った。 1つ目は、 本論文では語
 彙の意味や構造から現れる特徴を4つのテーマで分析 したが、 感情の複合動詞によっては場の理論が適
 用される 語用論的側面からの研究が必要となるものがあ る。 このよう な語用論的側面からの詳細な研究
 を今後の課題とする。
 さらに、 本論文で扱った4つのテーマ以外の感情の複合動詞に該当する語彙と共に、 考察外となった
 周辺的な感情の複合動詞、 感情の複合動詞と して認められない語彙についても考察を進めたい。
 以上述べてきたように、 本論文では感情の複合動詞に関 し、 形態面においては構成要素 V1 と V2との
 結合関係を明らかにすることができ、 意味面においては知的意味から感情的意味への意味変化・意味拡
 張などを観察することができた。 さらに形態・意味の両面で起きる特殊化の現象を明らかにすることが
 でき、 複合動詞の性質をより明確に示すことができたという点において、 研究の意義があったと考えて
 い る。
 このような感情の複合動詞のさらなる研究が、 今後の日本語学ひいては言語学全般における複合動詞
 及 び感情を表わす語彙の研究の進展につながるものと確信 している。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、 日本語における感情の意味を持つ複合動詞をその形態と意味の面から分析 し、 意味面に見
 られる変化と拡張、 ならびに形態と意味の両面に見られる特殊化現象を記述 し、 その要因を探ろうとし
 たものである。 論文全体は、 序論 (第1章～第3章)、 本論 (第4章～第8章) 及び結論から構成される。
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 序論では、 まず、 言語の持つ感情表出機能およ び感情語の中における感情の複合動詞の位置づけを確
 認し、 言語で表現される感情を分類した後、 複合動詞の形成を全体的に概観して、 本論文における研究
 の対象を確定する。
 本論のうち第4章では、 各種の辞書類における意味記述と母語話者へのアンケー ト調査とをもとに、
 現代語において実際に使われており本論文で考察の対象となる感情の複合動詞を特定する。 また、 それ
 らを形態的に分類 して、 前項要素と後項要素の どちらにも感情の意味がないのに複合語と して感情の意
 味をもつ動詞の存在を指摘する。 また、 意味的な分類からは、 「愛」を表す語が多く使われるが、 その他
 には否定的な感情を表す語が多く 使われていることが指摘される。
 第5章～第8章においては、 それぞれ一群の特徴的な感情の複合動詞を取り上 げて、 辞書や研究書等の
 記述のほか、 小説の電子テキストから検索して得られた実際の用例に基づいて、 細かな検討がなされる。
 第5章では、 「待ち一」 を前項とする複合動詞を扱い、 まず単純動詞 「待つ」 が感情的意味を内包 している
 ことを確認する。 その上で、 感情の複合動詞の前項となった 「待ち一」 における感情の意味の潜在・表出・
 顕在の程度と後項動詞における感情の意味の有無との問の関係が検討され、 そこには一定の関係が存在
 することが示される。
 第6章では、 類義語の複合による感情の複合動詞が取り上げられ、 感情主の意志性の有無の観点をて
 がかりにした分析を経て、 単純動詞が持つ語義の性格を複合後もそのまま保つものがある一方、 語義の
 性質が転成されるものもあること、 また、 ここでその語義の性質は感情主、 感情の誘因、 感情対象とも深
 く関わっていることが指摘される。 類義語同士の複合では意味が強調されたものになることが普通であ
 るが、 「好き好む」 は話 し手の判 断を示す副詞と しての用法への意味的構文的な限定が見られる特殊な
 事例であることが指摘される。
 第7章においては、 「見一」 を前項とする複合動詞が検討される。 動詞 「見る」 は多義であるが、 「見一」
 を前項とする感情の複合動詞が形成される場合、 視覚的な認知を表す基本的な意味から複合動詞を形成
 するのではなく、 派生的な意味や比喩的な意味に基づいて感情の複合動詞を形成することが指摘され、
 また、 派生的な意味や比喩的な感情を表す経路から現れる意味の違いにさま ざまな程度があることが確
 認される。 また、 これらの語は 「見く びる」 「見上げる」な どのよう に意味的・形態的に単一語化されやす
 く、 意味的な単一語化の結果と して具体的な意味が仮想的な意味や感情的な意味へと転移するようにな
 ること、 およ び、 形態的に単一語化することにより語形の特殊化が起こり現在ではある限られた後項動
 詞と結合した場合にのみ感情の複合動詞となる語があることが指摘される。
 第8章においては、 後項動詞「一上がる、 一入る、 一返る、 一切る、 一込む、 一立つ、 一足りる、 一散ら
 す、 一つめる、 一抜く、 一残す、 一果てる」の接辞化が扱われる。 これらは一般の複合動詞においても接
 辞化する が、 「抜く」、 「果てる」における 完了のアスペク トから感情の究極の状態 への転換や「震 え上 がる」
 における感情動詞への特殊化な ど、 感情動詞に特徴的な現象を指摘 し、 その要因と して文法的条件と文
 脈的条件があることを明らかにした。
 最後に、 結論と して本論文全体の意義をまとめ、 このテーマのさらなる発展の可能性を示唆 している。
 以上のように、 本論文は、 日本語の感情の複合動詞をその形態と意味の面から細かく分析 し、 意味面
 に見られる変化と拡張、 ならびに形態と意味の両面に見られる複雑な特殊化現象を具体的に記述 し、 そ
 れらの要因を明らかに したものである。 得られた結果には、 複合動詞一般の研究に貢献する部分も認め
 られる。 立論においてやや性急な点が散見されるものの、 日本語の感情の複合動詞の形成にみられる複
 雑さの諸相を明らかにしたことは、 高く評価されてよい。
 よって、 本論文の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与されるに相応 しい資格を有するものと認められる。
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